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大切な作物のそばに。
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エノコログサ
オヒシバ
カラスムギ
スズメノカタビラ

アオビユ
アレチノギク
イシミカワ
イヌタデ
イヌビユ
オニタビラコ
カラスノエンドウ
キツネアザミ
クサネム
スズメノエンドウ

アカザ
アゼナ
ウシハコベ
オオイヌノフグリ
オランダミミナグサ
カナムグラ
キツネノボタン
クワクサ
グンバイナズナ
コニシキソウ
コミカンソウ
シロザ

スズメノテッポウ
ニワホコリ
ノビエ
メヒシバ

タビラコ
ノゲシ
ノボロギク
ハキダメギク
ハルタデ
ヒメジョオン
ハハコグサ
ミゾソバ
ヤナギタデ

タネツケバナ
ツメクサ
トキワハゼ
トキンソウ
ナズナ
ノミノフスマ
ハコベ
ヒメオドリコソウ
ホトケノザ
ミミナグサ
ヤエムグラ

カズノコグサ
カモジグサ
カヤツリグサ類
ネズミムギ
ホソムギ
イヌムギ ■多
カゼクサ ■多
カモガヤ ■多

アキノノゲシ
アメリカセンダングサ
オオアレチノギク
オオオナモミ
オナモミ
クサネム
ツルマメ
ヒメムカシヨモギ
ブタクサ
ヤハズソウ
アカツメクサ ■多
アザミ ■多
イノコズチ ■多

アメリカアサガオ
アメリカフウロ
イチビ
イヌガラシ
イヌホオズキ
イボクサ
エノキグサ
スカシタゴボウ
スベリヒユ
ツユクサ
ヒロハフウリンホオズキ
マルバツユクサ
アカネ ■多
オオチドメグサ ■多
オオバコ ■多

ギョウギシバ ■多
クサヨシ ■多
コヌカグサ ■多
スズメノヒエ ■多
ナガハグサ ■多
ノシバ ■多
ハマスゲ ■多

エゾノギシギシ ■多
オオジシバリ ■多
ギシギシ ■多
ジシバリ ■多
シロツメクサ ■多
スイバ ■多
タンポポ ■多
ニガナ ■多
ハルジオン ■多
ブタナ ■多
メドハギ ■多
ヨメナ ■多
ヨモギ ■多

カキドウシ ■多
カタバミ ■多
コヒルガオ ■多
コマツヨイグサ ■多
ゴマノハグサ ■多
チドメグサ ■多
ツボクサ ■多
トウバナ ■多
ノチドメグサ ■多
ヒルガオ ■多
ヘクソカズラ ■多
ムラサキカタバミ ■多
ムラサキサギゴケ ■多
ヤブジラミ ■多

オギ ■多
カルカヤ ■多
キシュウスズメノヒエ ■多
ススキ ■多
チガヤ ■多
ヨシ ■多

イタドリ ■多
セイタカアワダチソウ ■多
フキ ■多

イヌスギナ ■多
スギナ ■多
セリ ■多
ゼンマイ ■多
ドクダミ ■多
ニガイチゴ類 ■多
ノイバラ ■多
ノビル ■多
ヤブガラシ ■多
ワラビ ■多
ワルナスビ ■多
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量

青字：春～夏の雑草　■多：多年生雑草◎草種別薬量一覧

●使用前にはラベルをよく読んでください。 ●ラベルの記載以外には使用しないでください。 ●小児の手の届く所には置かないでください。
●使用後の空容器は圃場などに放置せず、環境に影響のないよう適切に処理してください。 ●防除日誌を記帳しましょう。
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（普通物：毒物・劇物に該当しないものを指していう通称）

非選択性茎葉処理除草剤 除草剤分類 10

はじめに

多くの作物に登録がある
バスタ液剤は「非選択性」の茎葉処理除草剤の中でも
多くの作物に登録があり、適用範囲が広く、
さまざまな場面でご使用いただけます。

作物、人畜、環境にやさしい
作物、人、自然環境にやさしく、安全性の高さに配慮した除草剤です。

殺草スペクトラムが広い
スギナやマルバツユクサ、ツユクサなど手強い雑草をはじめ、
防除が困難な「問題雑草」に対しても効果的に作用します。

効果の発現が速い
速効性も大きな特長の一つです。処理後の効果の発現が速く、
完成も早い接触型除草剤です。

抑草期間が長い
散布後長期間、雑草の発生を抑えます。
（次の除草が必要になるまでの期間は40～50日）

8～11ページ参照

5ページ参照

5ページ参照

12,19,23
24,25ページ参照

近年、食に対する消費者の目はさらに厳しくなり、それにともなって

多くの農家で除草剤の選び方、使われ方も変化してきています。

世界有数の農薬メーカーであるBASF社の「バスタ」は、

幅広い登録作物数を誇り、大切な作物のそばでも安心してご使用いただけます。

農作業の省力化、効率化を実現しながら、作物への安全性、

人や自然環境へ配慮した除草剤です。

食の安全性が問われる今、その信頼に応える「やさしさ」が、

皆様の大切な作物づくりをささえます。「作物のそばで使える除草剤」

̶̶多くの皆様からバスタが選ばれている理由もまさにそこにあります。

はじめに

バスタ液剤の特長

有効成分の作用性と移行性

効果の発現と完成／抑草期間

気象条件等による効果への影響

問題雑草（スギナ・マルバツユクサ・ツユクサ）

問題雑草（オオアレチノギク・ヒメムカシヨモギ・オヒシバ・帰化アサガオ類）

バスタ液剤の安全性

省力化

通常散布

高濃度少水量散布

分野別の使い方 水稲（畦畔・農道など）

 落葉果樹・かんきつ

 野菜・畑作物

 だいず

 かんしょ

 小麦・大麦

 家まわり

 バスタ液剤 Q&A
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裏表紙

I N D E X
特長

上手な使い方

参考資料

バスタ液剤の特長

バスタの詳しい登録内容
（適用表）はこちらへ
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アミノ酸生合成阻害
例）吸収移行型B剤

細胞膜破壊
例）接触型A剤

有効成分の作用性と移行性

■有効成分の作用性

■有効成分の移行性

散布後は速やかに作用します。

茎葉処理除草剤を作用機作で分類すると、右図の3タイプに分けら
れます。バスタ液剤の有効成分（グルホシネート）は、雑草の茎葉部
から速やかに吸収され、植物体内で、グルタミン合成酵素の活性を
阻害（グルタミン生合成阻害）します。それにともなって異常蓄積し
たアンモニアが植物体内の生理代謝を阻害することや、光合成が
阻害されることによって、雑草を枯死に至らせます。散布後は、植物
は黄化し、褐色へと変化するとともに、葉から茎へと萎凋（いちょ
う）して枯死に至ります。

バスタ液剤は、若干の移行性をもった接
触型の茎葉処理剤です。雑草の表面に
散布された有効成分（グルホシネート）
は、緑色の葉、茎部から吸収され、時間
の経過とともに処理部位から他の部位
へ移行することが認められています。

◎茎葉処理除草剤の作用機作パターン

2.物理化学的性質
［有効成分］
性状：白色結晶粉末
融点：215℃で熱分解
蒸気圧：3.1×10-5Pa（50℃）以下
水溶解度：500g/ℓ以上（20℃）
［製剤］
性状：青緑色澄明水溶性液体

■バスタ液剤の化学的、
　物理的性質
1.名称および化学構造
商品名：バスタ液剤
試験名：Hoe 866
一般名：グルホシネート
化学名：アンモニウム=DL-ホモアラニン-４-イル
（メチル）ホスフィナート
構造式：

有効成分含有量：18.5％

0 20 40 60 80 100（％）

◎バスタ液剤の移行性 （グルホシネートを葉の一部に処理した時の未処理部への移行量）

1日後

3日後

7日後

根部 地上部 処理部 処理葉の上半分

アンモニア

グルタミン アミノ酸

タンパク質

核酸グルタミン酸

バスタ

雑草枯死

グルタミン合成酵素

グルタミン生合成阻害

（ヘキストAG／1983年）

処理部

バスタ

効果の発現と完成／抑草期間

■効果の発現と完成

散布後は効果が速く発現し、早く完成します。

バスタ液剤の特長の一つが速効性です。散布後の除草効果の発現が速く、完成も早い接触型除草剤です。

■抑草期間
バスタ液剤は、抑草期間が長いことも特長です。抑草期間は40～50日です。

◎剤別の抑草スピード比較

抑草期間って何？
抑草期間とは、「除草剤を処理した後、次の除草が必要になるまでの期間」です。こ
れは一般的に、薬剤の枯殺力そのものと殺草作用の速度や土壌処理効果の有無などで決まりま

す。また、枯殺力は対象雑草の薬剤に対する感受性と薬剤の移行性で決まるので、対象草種が

一年生雑草主体か多年草雑草主体かによっても変わってきます。

バスタ液剤
効果発現※ ※ただし、冬から早春の低温下では

　効果の発現が5～7日かかることもあります。
効果完成

7～14日後

効果発現 効果完成

1～2日後
3～5日後

効果発現 効果完成

7～14日後 14～21日後

除草剤散布

接触型A剤

吸収移行型B剤

散布前（田植え前） 32日後 48日後

2～5日後

（グルホシネート系）

CH3 CH2CH2CH COOH  NH4+P

=

O

O NH2
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広葉雑草の方がイネ科雑草よりも兆候は早く現れる傾向にありますが、

その差は大きくありません。

気温による差は、10°Cを境にして低温で遅れる傾向にあります。従って晩

秋、早春期には散布後7～10日を要することがありますが、最終的な効果の

完成には差がありません。一方、通常の雑草防除の期間であれば、春・夏の間

にほとんど差はありません。気温の高い時期ほど効果の発現が早くなり、散

布後1日で効果の発現が認められます。

散布後の6時間以内に降雨がなければ、除草効果に影響はありません。
※散布1時間後の降雨でも、効果にほとんど影響がでない試験結果も確認されています（下右グラフ参照）

草種によって

気温：4～9℃
（3/5散布）

気温：7～10℃
（3/9散布）

気温：10～14℃
（4/13散布）

◎3ℓ／haの各春期の除草効果発現

14日後 21日後
0

20

40

60

80

100

殺
草
効
果（
％
）

3日後 7日後
散布後日数（日）

草種：スズメノテッポウ

（ヘキストジャパン　圃場試験）

◎バスタ液剤の耐雨性（大豆の温室内試験）

気温によって

降雨によって

極端な曇天続きの場合は、若干効果の進展が遅れることもありますが、

曇天、晴天の間で効果差はほとんどありません。

バスタ液剤の除草効果は、植物の生理活性が低いほど、効果の発現・完成が

遅くなりますので、日陰部分は、日向部分より効果の発現・完成が遅くなりま

す。しかし、通常薬量の散布では最終的な効果に影響はありません。

土壌処理剤の混用により、抑草期間を長くすることができます。

光合成阻害型の除草剤（DCMU、リニュロンなどの尿素系、シマジンなどの

トリアジン系）と混用すると、最終的な効果には影響はありませんが、初期の

効果の発現が遅れることがあります。

曇天
晴天

混用

散布時刻が異なっても効果にはほとんど差がありません。
朝散布
夕散布

◎みかん園での日陰と日向におけるグルホシネートの効果の完成

散布場所：熊本市河内町
散布日：1988年3月3日
グルホシネート：薬量500㎖/10ａ、水量100ℓ/10ａ

散布時の主要雑草：
ハコベ（被度：85％、草高：20㎝）
カタバミ（被度：10％、草高：5㎝）

7日後 14日後 28日後 42日後
0

20

40

60

80

100
日向部
日陰部

効
果（
％
）

散布後日数（日）

（雑草研究 vol.28別／1983年）

日陰

気象条件等による効果への影響

気象条件の影響を受けにくく、安定した効果  を発揮します。
 

◎バスタ液剤と各種土壌処理剤の混合散布

散布場所：埼玉県蚕業試験場
散布日：1984年5月11日
調査日：　　　処理後20日
　　　 　　　処理後52日

散布時の主要雑草：
スズメノテッポウ（草高：30㎝）
ツユクサ、タデ、ハキダメギク（草高：1～5㎝）

薬量：200㎖/10ａ　降雨量：10㎜/hr

0.51.0 2.0 4.0
散布後、降雨処理までの時間

無降雨
0

20

40

60

80

100

効
果（
％
）

（ヘキストジャパン／1983年）

◎バスタ液剤散布後の降雨による除草効果への影響

薬量：500㎖/10ａ
降雨量：20㎜/hrを1時間（人口降雨装置）
雑草：エノコログサ 草丈14～18㎝
　　イヌビユ 草丈13～16㎝
調査：処理14日後（0；効果無～100；完全枯死）
（油日アグロリサーチ（株） 油日研究農場 温室/2013年）

エノコログサ イヌビユ
0

20

40

60

80

100

効
果（
％
）

500 100％
抑草率

バスタ300㎖
+ 尿素系100g

バスタ300㎖
+ トリアジン系200g

バスタ300㎖
+ ジニトロアニリン系200g

バスタ300㎖
+ オキサジアゾール系100g

バスタ500㎖

無降雨 散布1時間後
散布3時間後 散布6時間後
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問題雑草

■スギナの特性

頑固なスギナ、マルバツユクサ・ツユクサ   だからこそバスタです。

畑地や果樹園に多く発生するトクサ科の多年生雑草です。地下30～40㎝
位に地下茎を形成する例が多いのですが、耕起や作物との競合により1m近
くまで潜っている例も見られます。発生には温度の影響を受けやすく、北に
いくほど発生時期が遅くなります。また、盛夏には生育が衰え、秋期に再び発
生します。

スギナへの高い効果

春先、スギナが出そろった時期（草丈20～30㎝）に、100倍液を散布して
ください。

その後、再生が見られたらもう一度散布し、地下茎を大きくしないようにしま
しょう。スギナの発生が少しだからといって放置しないよう、地下茎が小さい
うち、早めの防除が肝心です。

スギナは地下茎で広範囲に伸び、つながっています。まわりのスギナも忘れ
ずに防除しましょう。

スギナがすでに繁茂してお困りの場合は、面倒でも　　　の作業を繰り返
し、スギナの地下茎を弱らせることが防除のポイントです。

1

1 2 3

2

3

4

◎スギナの被度変化（3年間の処理時、試験終了時） ◎スギナの発生が目立つ時期（調査結果）

◎バスタ液剤100倍散布の効果

（石川県農業総合研究センター・津川久孝、「リンゴ園における茎葉処理除草剤の連年施用によるスギ
ナの発生密度の低下」植調Vol.34,No.8／2000年）（バスタ液剤500㎖/10a処理）（200倍処理）

■マルバツユクサの特性

春処理時
（5/30）

夏処理時
（8/6）

翌春
（4/10）

春処理時
（4/28）

夏処理時
（6/26）

秋処理時
（9/11）

終了時
（11/6）

春処理時
（4/30）

夏処理時
（7/7）

秋処理時
（9/13）

終了時
（11/10）

0

20

40

60

80

100

被
度（
％
）

スギナ防除のポイント

100～200倍液を草全体が十分濡れるようにたっぷり散布してください。

5月～7月の防除では、バスタ液剤と土壌処理除草剤との併用がより有効です。

8月以降の防除では、その後の発生は少ないので、バスタ液剤だけの散布でOKです。

マルバツユクサは出芽から開花までの期間が短いので、早めの防除を心が
けてください。

マルバツユクサが発生した圃場では、土中で種子が長期間生存して、毎年発
生する恐れがあるので根気よく防除する必要があります。

1

2

3

4

5

マルバツユクサ防除のポイント

100～200倍液を草全体が十分濡れるようにたっぷり散布してください。

4月～6月の防除では、バスタ液剤と土壌処理除草剤との併用がより有効です。

7月以降の防除では、その後の発生は少ないので、バスタ液剤だけの散布でOKです。

ツユクサが発生した圃場では、土中で種子
が長期間生存して、毎年発生する恐れがあ
るので根気よく防除する必要があります。

ツユクサは、茎が切断されても再生してく
るので、発生している圃場では耕起や播
種作業の前にしっかり防除してください。

1

2

3

4

5

ツユクサ防除のポイント

地中に伸びた枝に閉鎖花をつけるのが特徴で、自
家受粉して種子を形成する特殊な繁殖をします。出
芽から開花までの期間が短いので、早めの防除が
必要です。地下にも種子を作って出芽し、種子寿命
も長いので、毎年の防除が必要です。

初年目（H9） 2年目（H10） 3年目（H11）

マルバツユクサの閉鎖花

0
4 5 6 7 8 9 10 11月

20

40

60

80

回
答
率（
％
）

北海道
関　東
四　国

散布当日 7日後 30日後◎100倍の希釈液で防除可能！
◎地下茎に栄養を送る“地上茎”を枯らし、地下茎を弱
らせて増殖抑制！
◎形成が早い地下茎を育てないため、早い時期に地上
茎を防除するのが重要！

ス
ギ
ナ

マ
ル
バ
ツ
ユ
ク
サ

ツ
ユ
ク
サ

■ツユクサの特性
夏作物の強害雑草で、種子の寿命が長く、土中深くから長期間にわ
たって発生します。また、地面を這う茎の各節から発根する能力があ
り、草刈りを行ってもすぐに再生してくるので、効果が高い除草剤によ
る繰り返し防除が有効です。

◎ツユクサの枯らし方

散布前 散布後

200倍液をしっかり全体に付着するよう
に散布してください。
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問題雑草

除草剤を使っても残ってしまう、手ごわい問題  雑草にバスタ！

オ
ヒ
シ
バ

帰
化
ア
サ
ガ
オ
類

■バスタの広い殺草スペクトラム
最近、水田畦畔や畑作地帯、果樹園の下草などに除草剤を散布しても枯れ残ってしまう雑草があり、問題になってき
ています。防除が難しい、あるいは除草剤を散布しても残ってしまう、そんな問題雑草はバスタ液剤を上手にお使い
いただくことで、効果的に防除することができます。

■オオアレチノギクの特性
秋にロゼット葉※をつくり、越冬する越年生のキク科雑草です。ヒメムカシヨ
モギよりも生活期間が長く、裸地よりは群落内に発生する傾向があります。
生育初期茎はやや荒くつき、頭状花はあまり多くつかないのが特徴。綿毛を
持った種子が風に飛ばされて広がるので、そうなる前の防除が大切です。

■ヒメムカシヨモギの特性
越年生のキク科雑草で、樹園地、畑地、空き地、道端など、人手の加わった土地に
先駆的に生育します。秋に発生しロゼット葉※で越冬、翌春茎が立ち、高さ２ｍ位
にまでなります。生育初期、茎の葉は密につき、頭状花が多くつくのが特徴。オオ
アレチノギクと同様、風にのって種子が広がってしまう前の防除が大切です。

■オヒシバの特性

100～200倍液を草全体が十分濡れるようにたっぷり散布してください。
同時に多年生雑草も発生している場合は、100倍散布してください。
密生するので、株元までしっかり散布してください。
出穂前、草丈15～20㎝頃の散布が効果的です。
大きくなってしまった場合は、中心部を狙ってムラなく散布してください。

1

2

3

4

5

オヒシバ防除のポイント

２００倍液をなるべく草丈が小さいうちに散布してください。

上の方の葉や先端だけでなく、株元まで十分かかるように散布してください。
株元への散布が重要です。
周りの作物にかからないように注意してください。

1

2

3

帰化アサガオ類防除のポイント

繁殖力旺盛なオヒシバは、土中で4～5年間は生存する種を大量に作って増
えていきます。そのため、早めの時期（出穂前の草丈15～20㎝頃）に、バ
スタ液剤で徹底防除することをお勧めします。ある程度大きくなってしまっ
た場合は、中心部を含めて全体に、たっぷりムラなく散布してください。

200倍液を草全体が十分濡れるようにたっぷり散布してください。

1.5m以上に大きくなるので、草丈が小さい時に防除してください。

春の生育時期、草丈20～30㎝頃の散布が効果的です。

1

2

3

オオアレチノギク・ヒメムカシヨモギ防除のポイント

■帰化アサガオ類の特性
近年、アメリカアサガオ、ホシアサガオ、マメアサガオ、マルバルコウといっ
た帰化アサガオ類が問題となっています。元々は熱帯アメリカ原産の一年
生植物で、観賞用として輸入され、後に野生化しました。だいず畑では多発
すると、収穫時に機械（コンバイン）に絡み付き、故障の原因にもなります。

◎散布部位による枯れ方の違い

先端だけに散布した場合 株元に散布した場合
先端だけに散布す
るとかかったところ
だけ枯れて株元の
方は枯れません。

株元に散布する
と先端まで枯れ
ます。

※出典元 ： 農研機構「帰化アサガオ類まん延防止技術マニュアル」 2011年11月

葉が重なっている時は、
株元までかかるように
ていねいに散布する
必要があります。

先端だけに散布

株元に散布

※ロゼット：きわめて短い茎から、葉が四方に水平に出ている状態。このような葉をつける植物をロゼット植物といいます。

散布適期
散布時期

冬

春

夏

◎オオアレチノギクへのバスタ散布時期 ◎オオアレチノギクへの効果

社内試験 2016年 岐阜県揖斐郡

散布前

散布
15日後

バスタ液剤 B剤

バスタ液剤 B剤

秋に種から発芽し、冬を越えて、夏頃に開花する。

オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
・
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ

オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
・
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ

下の写真はグルホシネート液剤（500㎖/100ℓ相当）を　から下に散布した時の1週間後の状況です。※
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◎安全性
●急性毒性
経口（原体） ラット♂LD50 1,660㎎/㎏ 　
 ラット♀LD50 1,510㎎/㎏
経皮（原体） ラット♂LD50 4,000㎎/㎏以上
 ラット♀LD50 約4,000㎎/㎏
吸入（原体） ラット♂LC50（4hr） 1,260㎎/m3

 ラット♀LC50（4hr） 2,600㎎/m3

●刺激性（原体）皮膚および眼への刺激性なし。
　　　　（製剤）皮膚に対して、原液では軽度の刺激性。
　　　　　　　眼に対して、原液では中程度の刺激性。

●亜急性毒性、慢性毒性、発癌性、繁殖毒性、催奇形性、変異原性、薬理
　および代謝試験等で安全性が確認されています。

バスタ液剤の安全性 省力化

草刈り機に比べて約半分の作業時間！

除草の時間、体力、手間を省力化します。人と自然環境にやさしい！

バスタ液剤を利用することで、草刈り作業と比較した場合、除草作業１回あたりの作業時間を短縮でき、除草作業の
回数も減らせます。作業者の高齢化が進む中、重労働なうえ危険をともなう草刈り作業から解放され、安心で簡単な
除草が行えるようになります。

畦畔の雑草管理に最適
畦畔管理にバスタ液剤を取り入れることで、省力化につながります。

草刈り作業と比べて、除草の時間や手間を大幅にカット
できるバスタ液剤。その優れた省力性を、下のQRコード
から動画でご覧いただけます。一か月後の効果比較もぜ
ひご確認ください。

■人・環境への安全性 ■省力化
地面に落下したグルホシネート（バスタ液剤の有効成
分）は、土壌中の微生物によって速やかに分解され、最
終的には「炭酸ガス」「リン酸塩」「水」になります。土壌
中に有効成分が残留・蓄積する心配はありません。

◎水産動植物に対する影響（原体）

種類 LC50またはEC50値（㎎/ℓ）

コイ

オオミジンコ

藻類

96時間

48時間

72時間

1,000以上

560以上

ErC50 80.0

◎ミツバチに対する毒性（原体）

試験方法 試験結果

原体346μg/頭を投与 影響なし

約1/2の
省力化

◎グルホシネートの土壌中での分解

洪積・砂壌土
福島県園試・圃場

（2,000㎖/10a散布　圃場試験）

火山灰・埴壌土
岩手県園試・圃場

0

2.0

1.5

1.0

0.5

グ
ル
ホ
シ
ネ
ー
ト
濃
度（
ppm
）

経過日数
30 60 90 120

（ヘキストジャパン／1985年）

雑草

炭酸ガス リン酸塩 水

バスタ

土壌微生物

微生物が速やかに分解！

◎畦畔管理手法と労働時間の比較 

出典：平成22年畦畔管理省力化マニュアル （広島県北部、西部、東部農業技術指導所）

各管理手法の１回の作業面積：年間の水田10aあたり畦畔面積100㎡と仮定して算出
1回あたりの作業時間 刈払機：1.01時間 バスタ散布：1回15分

0

1

2

3

4

労
働
時
間

刈払機のみ
（年3.4回）

刈払機2回
＋

バスタ散布1回

刈払機1回
＋

バスタ散布2回

3.43

2.27

1.51

労働時間を削減

◎バスタ液剤散布と草刈りで競争してみました

動画「バスタ散布 vs. 草刈り」
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通常散布 ※作物にかからないように注意して散布してください。

■上手な散布方法

バスタの正しい使い方がベストな効果を引  き出します。

風のない日に散布する
風が強いと飛散する危険性が増します。風の

ない穏やかな日に散布するよう心がけてくだ

さい。

雑草全体に薬液が十分に
付着するように散布する
より確実な効果を得るために、茎や葉がしっか

り濡れるように薬剤を散布するよう心がけてく

ださい。

天候を見きわめてから
散布する
バスタ液剤は曇天下でも十分に効果を発揮し

ますが、好天の時に散布すると殺草効果が早

まります。散布後6時間以内に降雨がなけれ

ば、雨による影響はありません。

飛散防止カバーを用いる
飛散防止カバーを取り付けて散布します。飛

散防止カバーを取り付けることにより、作物に

対する飛散薬害を防ぐことができます。

飛散しにくいノズルを選ぶ
除草剤用のキリナシノズルをご使用ください。

また、散布圧を低すぎず、高すぎず、適正な散

布圧に設定してください。

■使用薬量と希釈倍数

基本使用薬量：　　　　　一年生雑草　　　　　　多年生雑草

１０㎖

7㎖

5㎖

１５０㎖

１００㎖

７５㎖

１,０００㎖

６６７㎖

５００㎖

１,５００㎖

１,０００㎖

７５０㎖

２,０００㎖

１,３３３㎖

１,０００㎖

1ℓ

５０㎖

３４㎖

２５㎖

5ℓ

１００㎖

６７㎖

５０㎖

10ℓ 15ℓ

２００㎖

１３３㎖

１００㎖

20ℓ 100ℓ 200ℓ150ℓ

100倍

150倍

200倍

希釈倍率

水　量

薬剤の計算方法
（タンク水量1ℓ＝1,000㎖）

薬量 ＝ （㎖）
タンク水量（㎖）

倍率
！

10アール（1反歩）あたり

バスタ1本 （500㎖）

10アール（1反歩）あたり

バスタ2本 （1,000㎖）

水100ℓ水100～150ℓ
++ ※500㎖ボトルの場合 ※500㎖ボトルの場合

※ ※

例えば

草丈
15～
30㎝
前後

バスタノズル
人力用1頭口R型

バスタノズル
動力用1頭口R型

100～150倍の場合
（多年生雑草）

200倍の場合
（一年生雑草）

バスタ液剤は、雑草の大きさに関係なく優れた

効果を示します。しかし雑草が大きく伸び過ぎ

ていると、雑草全体が十分に濡れるように散布

するための散布液・薬量が、多量に必要となり

ます。また、散布作業も大変ですので、草丈の

低い時（15～30㎝前後）に散布した方が効率

的かつ経済的です。

草丈15～30㎝が
散布の適期です。15

〜
30
㎝

飛散防止カバー 人力用

飛散防止カバー 動力用

水100ℓ水100～150ℓ

※噴霧器のタイプによって使用するノズルが異なります。エンジン動噴には「動力用」、バッテリー・加圧式噴霧器には「人力用」のノズルを使用してください。
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高濃度少水量散布

水田畦畔とかんきつ園は「高濃度少水量散布」   で！ 少なくまいて、しっかり枯らす「LV35」
※作物にかからないように注意して散布してください。

①草丈20㎝以下で散布！

■希釈表（30～40倍希釈液のつくり方）

希釈倍率

バスタ
液量

30倍

35倍

40倍

333㎖

285㎖

250㎖

500㎖

428㎖

375㎖

666㎖

571㎖

500㎖

3,333㎖

2,857㎖

2,500㎖

水  量
10ℓ 15ℓ 20ℓ 100ℓ

バスタ液剤は、雑草が草丈20㎝以下の状態で散布すると効果的に枯らせます。
作物にかからないよう注意して散布しましょう。

②散布圧は適正に！
散布液がカバーに付着しない程度に散布幅を調整しま
す。散布圧が低すぎると散布ムラが生じ、高すぎると飛
散による薬害リスクが高まるので注意しましょう。

適正な散布圧 （散布液がカバーに付着しない）

③ムラなく均一に雑草へ散布！
高濃度30～40倍希釈液を、10a当り30～40ℓの水量で散布します。「LV35」は、散布液の粒子をより適正にコン
トロール。少水量でも雑草への均一散布を可能にします。

LV35 （均一に散布されている）従来ノズル

※画像は散布後のイメージ

雑草草丈
20㎝以下

※薬量:1,000㎖/10a以内を遵守してください。

◎100ℓの水量の場合

［従来ノズル］ ［LV35］ ［従来ノズル］ ［LV35］

10a ３0a

◎10a散布の場合

※10ℓタンク背負い式動噴による比較

給水10回
（100ℓ）

給水3回
（30ℓ）

3倍！

10a ３0a
給水10回
（100ℓ）

給水3回
（30ℓ）

■高濃度少水量散布とは ■上手な使い方

■メリット

①散布可能面積が約3倍！ ②給水の手間･水量が約1/3！
面倒なタンク給水の回数や背負う水量を、従来の約
1/3にカットできます。

従来と同じ水量で、散布できる面積が約3倍になります。

高濃度
少水量散布用
バスタノズル

『ＬＶ３５』

左 ： 動力用　　右 ： 人力用・バッテリー用

■バスタノズル「LV３５」に関する留意点
●使用前は、バスタノズル「LV35」に同梱されている取扱説明書と、セットする防
除機の取扱説明書をそれぞれよく読み、正しくお使いください。
●「LV35」はバスタ液剤専用ノズルになります。バスタ液剤以外の除草剤で使用
しないでください。
●「LV35」製品に関するお問合せは、ヤマホ工業株式会社へご連絡ください。

　ヤマホ工業株式会社　TEL ： （0738）53-0321(代)　FAX ： （0738）53-0929
　http://www.yamaho-k.co.jp/
●お買い求めの際は、お近くの農機具販売店に下記の製品コードをお伝えください。
　「バスタノズルLV35 製品コード」　
　人力用・バッテリー用 ： 473295　 動力用 ： 473296

少水量散布
できます！
少水量散布
できます！

かんきつ、水田作物［水田畦畔］
でお使いいただけます。 ※噴霧器のタイプによって使用するノズルが異なります。エンジン動噴には「動力用」、

バッテリー・加圧式噴霧器には「人力用・バッテリー用」のノズルを使用してください。

× ×

◎

散布圧が低い場合 散布圧が高い場合

動画「バスタでの高濃度少水量散布（長編）」

高濃度30～40倍希釈液を、10a当り30～40ℓの水
量で均一に散布（※1,000㎖/10a以内を遵守してください）。少な
くまいてしっかり枯らす、「省力性」と「除草効果」を両
立させた新しい散布技術です。高濃度少水量散布用バ
スタノズル『LV35』は、従来と同じ水量で約3倍の面積
に散布可能。そのため、面倒なタンク給水の回数や背負
う水量を、従来の約1/3にカットできます。　　　　　
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分野別の使い方 ※作物にかからないように注意して散布してください。

■水稲（畦畔・農道など）

水田、畦畔、農道でバスタ！

◎使用場面と使い方

■水稲とバスタ
水田まわりの除草にもバスタ! 畦畔は農耕地です
畦畔も農耕地に分類されており、水田畦畔に登録のない除草剤は使えません。
バスタ液剤なら安心して水田まわりに使用できます。

◎バスタ液剤を使用する時期の目安

水田畦畔

休耕田

水田耕起前

草丈30㎝まで（収穫7日前）

草丈50㎝まで

30～15日前

水田まわりを安全に除草できます。
■水稲への安全性
散布液がイネに飛散してしまった場合は薬害を生じます。薬害の程度は、イネへの飛散量やその生育時期によって異なります。

飛散による水稲への影響
イネに飛散してしまった部分には薬害が生じます。出穂期にはイ

ネへの影響が大きくなりますので、特に注意してください。

田面水に飛散した場合の水稲への影響
散布液が少量飛散した程度であれば、多量の田面水によって希

釈されますので、イネへの影響はありません。

◎田面水に散布液が飛散した場合の水稲への影響（ポット試験）

薬害程度：０（無）～５（完全枯死）
※通常の散布水量（100ℓ/10a）の1/20が田面水（5㎝深）に飛散した場合を想定　

（ヘキストジャパン／1993年）

散布時期 バスタ液剤
200倍液　5ℓ/10a

分げつ期

幼穂形成期

出穂期

6/24

7/11

8/10

0

0

0

◎飛散による水稲に現れる薬害症状（ポット試験）

※通常の散布水量（100ℓ/10a）の1/20が飛散した場合を想定

（雑草研究Vol.46／2001年）

処理：７/２（出穂30日前） バスタ液剤　200倍液 5ℓ/10a
6時間処理後

7日

1日

3日

14日

葉にやや退色する部分が見え始める
葉身では先端部や周縁部で退色が大きい

な　し
な　し

一部の葉では退色した部分が黄褐色に変化する
またあるものは退色した部分が回復する
黄褐色に変色した部分が枯死する
節間伸長抑制は見られない

稲に直接かからないように散布してください。
万が一、散布液が田面水に少量落ちた場合でも、稲に薬
害を生じることはありません。

散布
14日後

散布前

■稲や田面水への影響■バスタの水田畦畔での効果

社内現地試験 2019年 広島県三次市

※稲にかからないように、キリナシノズル
や飛散防止カバーを取り付けて散布す
ることをおすすめします。

×

万が一、散布液が少量
田面水に落ちても、
稲に薬害を生じることは

ありません。

散布液が
飛散した部分は
薬害を生じます。

耕起前
300～500㎖

畦畔
500～1,000㎖
（100～200倍液）

少水量散布
できます！

少水量散布の場合
30～４０倍液

休耕田
500～1,000㎖
（100～200倍液）

農道
500～1,000㎖
（100～200倍液）

少水量散布
できます！
少水量散布
できます！

P16参照
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分野別の使い方 ※作物にかからないように注意して散布してください。

■斑点米防除とバスタ
斑点米の防止には畦畔の除草が有効です

水田畦畔の散布適期は出穂3～4週間前
斑点米を防ぐには、出穂15～20日前までに雑草防除を完了させておくことが重要で
す。ただ、草刈りだけでは雑草の根元が残るため、イネ科雑草の穂だけに依存しないカメ
ムシは畦畔に残り、発生源となります。さらに、草刈り後の新芽がカメムシ類の好適生育
源となり、発生を助長します。しかし、バスタ液剤を出穂3～4週間前までに散布すること
で、長期間雑草の発生を抑えるので、そのような心配はありません。

◎斑点米カメムシ類による被害の防除モデル

5月 6月 7月 8月 9月 10月

斑点米を生成水田に移動雑草の中に生息（増殖）卵・成虫で越冬

畦畔・休耕田をバスタで除草 畦畔・休耕田を
バスタで除草

・カメムシの密度を下げる。
・草丈30㎝以下の時にもう一度バスタ液剤を散布。

※水田畦畔での使用回数は2回です。

・カメムシの越冬をなくす。
（稲刈り後積雪前までOK）

イネの出穂直前に除草すると、カ
メムシの水田への移動を助長する
ことになるのでご注意ください。

畦畔・
休耕田の
雑草管理

秋処理

斑点米
カメムシ類
の行動

■水田畦畔除草におけるバスタのメリット

散布するだけのバスタ液剤なら作業時間を短縮。草刈りと比べた場合、作業時間は約2分の1、抑草期間は約2倍と省力
的です。また、抑草期間が長いので、作業回数を削減。草刈作業の重労働と危険性から解放します。

除草作業を短縮でき、省力化できます

生育場所である畦畔雑草を枯らし、長期間抑制することで、斑点米カメムシの密度を下げることができます。

斑点米カメムシの密度を低下させます

バスタ液剤は接触型除草剤。つまり付着した部分しか枯れないため、雑草の根が残り、草刈と同程度の畦畔強度を維持で
きます。土壌保全に有益とされる多年生イネ科雑草の再生を長期間抑制しながら、あぜを崩さないバスタ液剤は、のり面
の多い水田畦畔や農道の雑草管理に最適です。

畦畔を崩しません

■水田畦畔での散布のポイント

水稲移植前 / 生育期（春期～初夏）POINT 1

収穫後、早い時期の除草剤散布で、翌年の雑草の密
度を減らせます。カメムシには雑草に越冬卵を産む種
類もいますので、秋の雑草防除は有効です。

刈後 / 秋期POINT 3

稲出穂3～4週間前までにバスタ液剤を散布するこ
とで、斑点米カメムシの生息場所をなくし、密度を
低下させることができ、斑点米被害の軽減効果が期
待できます。稲の出穂直前に除草すると、逆にカメ
ムシの水田内への移動を助長することになるので、
散布時期に注意してください。

水稲生育期 / 夏期POINT 2

飛散防止カバー

雑草の草丈が30㎝を超える頃までに、全体が濡れる
よう十分な量を散布してください。この時期に畦畔雑
草を防除することで、本田へ雑草が侵入するのを防止
できます。特に水稲生育期に散布する場合は、飛散防
止カバーやノズルを
使用してイネにかか
らないようにしてく
ださい。

斑点米はカメムシの吸汁が原因で起こります。カメムシの生育場所となる畦畔雑草を
除草することで、カメムシの発生が抑えられ、斑点米の防除につながります。万全な除
草には、草刈りするより除草剤を使うことをお薦めします。

穂ばらみ期 出穂期 乳熟期 糊熟期 収穫田植前／田植後

散布は出穂3～4週間前まで

カメムシによる斑点米被害

◎畦畔のモデルを用いた降雨による崩れ

8.9％

65.1％

16.0％

バスタ液剤：500㎖/10a B剤：500㎖/10a 手刈り除草

【試験方法】
人工的に作った畦畔、のり面（図参照）にメヒシバを播種・栽培し、
バスタ液剤、吸収移行型B剤および機械による除草後、28日後に
人工降雨し、モデル表面の浸食度・浸食率を比較した。
降雨量：50㎜／降雨時間：200時間、水滴サイズ：1.8㎜、高さ：2mより降雨

【考察】
人工畦畔、人工のり面のいずれにおいても、バスタ液剤区の浸食
レベルはB剤区と比べて低く、機械除草区と同等であった。
（ヘキスト・シェーリング・アグレボ 農業科学技術センター／1993年）

地表には雑草が残ら
ないが、地下に根が残
り、畦畔が崩れにくい。

根まで枯れてしま
うため、畦畔はもろ
く、崩れやすい。

浸
食
度（
％
）

水田畦畔でバスタ！少水量散布
できます！
少水量散布
できます！

少水量散布
の場合

30～４０倍液
P16参照



22 23

分野別の使い方 ※作物にかからないように注意して散布してください。

■落葉果樹・かんきつ

■落葉果樹園 散布前/後

落葉果樹園、かんきつ園でバスタ！
■かんきつ園とバスタ

傾斜地が多い果樹園でも、バスタ液剤なら根を完全に枯
らさないので、土壌流亡の心配がありません。

傾斜地でも流亡の心配がありません

傾斜地での草刈り作業は危険をともなうものですが、バスタ液剤
を使うことにより、安全で省力的に実施できるようになります。

傾斜地でも安全に除草作業ができます

散布前 散布後

◎使用場面と使い方

1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 1 0月 1 1月 1 2月

◎一年生雑草には200～300倍液の散布。
◎多年生雑草には100～150倍液の散布。
◎必要な場合には慣行の土壌処理剤との併用。
◎雑草の草丈30㎝以内が散布の目安です。　

バスタの散布時期

春草防除 夏草防除 秋処理

降雪地帯でバスタ液剤の秋処理を行うと、その効果は春先まで続くため、翌春の除草作業が軽減できま
す。また、ハダニなど病害虫の越冬場所やノネズミの隠れ家を無くせるため春先の発生・繁殖も防げます。

■落葉果樹園での秋処理のすすめ

一年生雑草

多年生雑草

10aあたり200倍
バスタ1本（500㎖）＋水100ℓ

10aあたり100～150倍
バスタ2本（1,000㎖）＋水100～150ℓ

10～12月に散布します。

雑草全体が十分に濡れるよう散布してください。
使用量は雑草の草丈だけでなく、
発生密度によっても調整してください。

落葉前に散布するのが効果的です。落葉してからでは
雑草に散布液がかかりにくくなってしまいます。
（低温期に散布すると効果の発現が遅れることがありますが、最終的な効果に影響はありません）

10月～12月

散　布

◎秋処理のコツ ◎使用の目安

※ラベルをよく読んで、作物ごとの使用薬量を守ってください。

※500㎖ボトルの場合

果樹園を安全に除草できます。
■果樹への安全性
散布液が、葉や細枝（一年枝等）に飛散した場合は薬害を生じます（木
質化した部分については、飛散薬害が生じた事例は認められていませ
んが、なるべくかからないように注意してください）。登録内容に従い、
作物にかからないよう注意して散布してください。

◎飛散による影響

ヒコ生えへの飛散による
樹本体への影響

薬害症状の発現

翌年への影響

非接触部への影響

薬液の接触部への影響 ・落葉、一年生枝（縁枝）、細枝の枯れこみ
・二年生枝以上では落葉のみ

・比較的短い日数で発現
・一過性

・なし  正常な出葉・開花

・なし

・ほとんど認められない（高濃度・強度接触の場合、
  接触部に近い部分で時として落葉、ただし脇芽は正常）

◎茎葉処理による果樹への影響（飛散による影響）
日植調委託試験の要約（1985～1986年）

みかん
りんご
ぶどう
なし
もも
かき

作物名 処理薬量
（㎖/10a）

処理時期と
処理部位 作物に対する影響

500
（200倍液）

および

1,000
（100倍液）

・春期処理および夏期処理
・標準的な枝
  （１、２、３年枝を含む）
  を用いてほぼ三等分して
  １.先端部のみに処理
  ２.中位部のみに処理
  ３.基部のみに処理

●いずれの部位の散布でも薬液接
触部のみの薬害症状に留まり、接
触部以外への害は認められない。

●落葉や先枯れのあった枝条で
も出芽する葉に奇形などの異
常葉は認められない。

P16参照

少水量散布
できます！
少水量散布
できます！

散布14日後散布前 （12月18日）（11月24日）

バスタ液剤散布 無処理区

堅く木質化した幹の部分であれば、
万が一、散布液が少量飛散しても

影響はありません。

散布液が葉や細枝に
飛散した場合は、
薬害を生じます
（幼木も同様）。
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■野菜・畑作物とバスタ

土壌中の微生物により、速やかに「炭酸ガス」「リン酸塩」「水」に分解され、土壌に残ることもほとんどありません。
農作業を急ぐ場合は、雑草が枯れ上がらないうちにすき込んでもかまいません。　　　　　　　　　　　　　　　

植え付け前、播種前でも散布できます

バスタ液剤は多くの作物に登録があります。畦間処理に登録のある作物であれば安心してご使用いただけます。バスタ液
剤が作物に直接かかれば薬害が出ますので、かからないように注意して散布してください。後々の土壌にまで影響が出るこ
とはありません。

畑の畦間でも使用できます

バスタ液剤は、雑草に速く効き、抑草期間も長い除草剤です。

散布2～5日で効果が現れ、7～14日で効果が完成します

気温や湿度が高くなりがちなハウス内でも有効成分の蒸気圧は低いので、ガス化による作物への影響はありません。

ハウスの中でも、通常の散布では作物に影響はありません

分野別の使い方 ※作物にかからないように注意して散布してください。

■野菜・畑作物への安全性
飛散による薬害

畑でもハウスでも安心して使えます。

野菜の種類によって、薬剤に対する感受性に若干の差が
あります。下葉に散布液が飛散した場合は、接触葉のみ
の薬害か、若干の上位葉に軽い薬害症状が認められるこ
とがあります。また、低濃度の散布液でも作物全体に飛
散した場合は、作物によって強い影響が出る場合があり
ます。飛散防止カバー付きキリナシノズルを用いるなど
して、作物にかからないよう注意して散布してください。

土壌を介しての薬害
グルホシネートは土壌に落下すると、土壌に吸着され、微
生物により速やかに分解されます。土中に存在する種子
に対しても影響を及ぼさないので、播種後にも安心して
ご使用ください。ただし、散布液が直接種子にかかった場
合は影響が出ることがありますのでご注意ください。

◎播種前／播種後の土壌表面への散布

土壌の種類による薬害
適用範囲、使用方法の範囲内であれば、土壌が異なっても
薬害は生じません。ただし、散布直後に播種・挿苗を行った
場合、作物の種類、過量散布、砂地（吸着力が弱く、微生物
も少ないため有効成分の分解が遅れる）などの条件のも
とでは影響が出るケースもありますのでご注意ください。

◎播種直後／土壌全面処理での薬害の有無

調査は、播種後11日目に実施 ※は無処理区と比較して出芽が遅れた。

（ヘキストジャパン／1988年）

無処理

500

1,000

無処理

500

1,000

95

95

95

100

100

100

95

95

95

100

100

100

100

100

100

100

100

100

92

92

92

95

95

95

大麦
出芽率（％）

小麦
出芽率（％）

大豆
出芽率（％）

キュウリ
出芽率（％）散布条件

播種前散布
散布→播種→覆土

播種後散布
播種→覆土→散布

作　物
 薬量（㎖/10a）

※

※

（ヘキストジャパン／1983年）

ポット試験（ダイズ10粒播種/1ポット、1㎝覆土）　処理液量：100ℓ/10a相当
バスタ散布後、1日の灌水（200～300cc/0.1m2）

無処理
500
1,000
2,000
無処理
500
1,000
2,000
無処理
500
1,000
2,000

10.0
7.3
6.0
5.7
0.0
2.3
2.7
3.3
0.0
0.3
1.3
1.0

砂　土
7.7
8.7
8.3
8.3
1.7
0.7
0.3
1.0
0.6
0.6
1.4
0.7

砂壌土
10.0
10.0
9.0
6.3
0.0
0.0
0.7
2.3
0.0
0.0
0.3
1.3

火山灰土

正常な発芽
生育株数

異常発芽
生育株数

不発芽数

土　　性 薬量
（㎖/10a）

■野菜・畑作物
◎使用場面と使い方

畦間
300～500㎖
（200～300倍液）

作付け前
300～500㎖
（200～300倍液）

ハウスまわり
300～500㎖
（200～300倍液）
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分野別の使い方 ※作物にかからないように注意して散布してください。

■だいず畑での畦間・株間散布のポイント

■畦間散布後の様子（だいず畑）

■かんしょ畑での畦間散布のポイント

■かんしょ畑での畦間散布の実例

だいず畑でバスタ！ かんしょ畑でバスタ！

◎吊り下げノズルの高さ・幅の上手な調整方法

雑草の草丈が大豆の草丈より小さいうちに（草丈
30㎝以下が目安）、雑草全体が十分濡れるように
散布してください。

大豆の収穫28日前まで（株間処理は本葉5葉期以
降から）使用できます。

散布時期を逃さない
乗用管理機に吊り下げノズルなどの散布装置をセッ
トして散布することで、大豆の生育期の雑草を省力
的に防除できます。

吊り下げノズルを使う

散布期間に注意する
散布液が大豆にかかると、その部分は葉が黄化や枯死
するので、本葉にかからないように散布してください。

大豆にかからないように散布

POINT 2POINT 1 POINT

POINT 3 POINT 4

乗用管理機に吊り下げノズルなどの散布装置をセッ
トして散布することで、かんしょの生育期に問題と
なっている雑草を省力的に除草できます。

かんしょの「つる」が伸びる前に畦間に散
布してください。「つる」が伸びてくる時期は、散布
液がかからないように注意してください。その後、
次第に「つる」が畦間を埋めつくしてくると、雑草防
除の必要はなくなります。

吊り下げノズルを使う
乗用管理機やトラクターによる畦間散布だけでなく、
背負い式の動力噴霧器を使った畦間防除でも十分
防除可能です。圃場の規模にあわせて、防除方法を
選択できます。　

背負い式動力噴霧器を使う

散布してから数日で徐々に黄色く枯れ始め、およそ10日ほどで畦間の雑草はすべて枯

れてしまいます。30日経過した後でもバスタ液剤の防除効果が持続していることと、土

壌表面が大豆に覆われてしまうことで、畦間の雑草は、ほとんど見られません。 

散布前 散布後 5連吊り下げノズル 散布後13日 散布後36日 散布後43日

◎バスタ液剤の除草効果

試験場所 鹿児島県農業開発総合センター大隅支場
試験期日 畦立：4月17日
 挿苗：4月25･26日
 除草剤散布：6月4日

■畦間散布後の様子（かんしょ畑）

3,075
1,716

0
0

散布前
（6/4）

散布後
（6/22）

本数（本）

本数（本）
重量（g）

重量（g）

バスタ
液剤

4,750
1,520

0
0

775
540
0
0

225
74
0
0

275
69
0
0

275
31
0
0

100
392
0
0

800
139
0
0

10,275
4,481

0
0

メヒシバ オヒシバ スズメノカタビラ ナズナ ハコベ カタバミ ツメクサ その他 合計

5～9月に、バスタ液剤をかんしょの茎葉にかからないように注意して、畦間に散布しました。

○ 畦間の雑草高が伸びすぎないうちに散布
してください。大豆本葉にかからないよう、
ノズルの高さ・幅を設定するのが大切。

× 散布ノズルが低いと、雑草全体に散布
液がかかりません。

＊「えだまめ」「豆類（種実、ただし、だいずを除く）」には株間処理の適用がないのでご注意ください。

× 雑草が伸びすぎると、散布ノズルの位置
が高くなり、大豆に飛散してしまいます。

◎茎葉処理剤による雑草防除
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■麦畑での散布のポイント

麦畑でバスタ！

◎散布可能な場所（圃場内周縁部）

・麦の播種期前に雑草発生が目立つ場合は、バスタ液
剤の耕起前散布が有効です。とくに早期水稲跡など、
前作と麦作の期間が開く場合は雑草発生が目立つ
ことが多いので、耕起前の散布であらかじめ雑草を
防除しておきましょう。
・バスタ液剤は雑草の種類や大きさに応じ、小麦では
300～750㎖/10a、大麦では300～500㎖/10a
で、雑草全体が十分濡れるように散布してください。

・播種後に雑草が残っている場合、土壌処理除草剤
のみでは十分な効果を示さないので、バスタ液剤
の散布が有効です。
・バスタ液剤は雑草の種類や大きさに応じて、300
～500㎖/10aで雑草全体が十分濡れるように散
布してください。なお、麦の出芽後に散布すると、
薬害を生じる恐れがあるので、使用時期に注意し
てください。

播種前散布 播種後出芽前散布POINT 1 POINT 2

圃場内周縁での散布POINT 3

の
り
面

の
り
面

のり面

用水路

圃場の額縁 圃場の額縁

中
あ
ぜ・畦
畔

排
水
路・溝・畦
間

排
水
路・溝・畦
間

圃 場 断 面 図

バスタ液剤散布可能部分（圃場内周縁部）

散布前 散布6日後 散布14日後 散布32日後

バスタ液剤散布

無処理区

・麦の生育期には圃場内周縁
部にも雑草が繁茂します。
草種によっては周縁部から
圃場内に侵入し、麦の生育
に影響を及ぼしたり、作業性
の低下に繋がったり、翌年の
雑草の多発原因にもなるのでしっかり防除しましょう。
・バスタ液剤は雑草の種類や大きさに応じて、300～
500㎖/10aで雑草全体が十分濡れるように散布し
てください。なお、散布液が麦に飛散すると、薬害を生
じる恐れがあるので注意してください。

■圃場内周縁部の散布後の様子（麦畑）
散布後1週間で雑草全体が黄化し、2週間後には効果が完成しています。

また、抑草期間も長く、散布30日以降でも雑草の発生を抑えています。

分野別の使い方 ※作物・植木・草花・庭苔等にかからないように注意して散布してください。

■家まわり

家まわりでもバスタ！

バスタ液剤は、庭、墓まわり、植木や草花の
まわりでも使用できます。ジョウロで散布
する場合は、できるだけ散布液の水滴が細
かく、一気に吐出しない蓮口のものを使用
してください。散布ムラを生じないようて
いねいに散布するのがポイントです。

家まわりでの使用方法

■バスタ液剤 Q&A

A1 :苔の種類によって効果が異なりますが、多くの場
合十分な効果は期待できません。専用剤の使用をお勧
めします。

Q1:苔は、枯らすことができますか？

A2:バスタ液剤は非選択性除草剤です。芝の生育期は
もちろんのこと、休眠直後や萌芽期近くでは散布を避け
てください。安全な使用時期は完全休眠期です。

Q2:芝に対しての影響は？

A3:バスタ液剤の成分は、土壌微生物によって分解されるの
で、深く浸透して井戸水に混入する心配はありません。散布の
際、直接、井戸の中に飛散しないように、注意してください。

Q3:井戸が近くにあるが、大丈夫でしょうか？

A4 :必要ありません。すでに必要量の展着剤成分が
入っています。

Q4:展着剤は、加える必要ありますか？

A5 :数日間置いても効果に影響はしませんが、希釈後
はなるべく早く散布してください。やむを得ず置いてお
く場合には、土ボコリやゴミ、雨水が入らないようにし、
また子供がイタズラしないよう、特に注意してください。

Q5:希釈液の長期保存は可能ですか？

A6:散布中および散布後（少なくとも散布当日）は、子供や
散布に関係のない人、ペット等が散布区域に立ち入らないよ
うに、縄囲いや立て札を立てるなど注意を払ってください。

Q6:散布後、子供やペットが立ち入っても大丈夫？

ジョウロ散布の利点

ジョウロ散布のポイント
❶散布ムラが生じないように、ていねいに
まいてください。
❷ガムテープなどで、蓮口の両脇をマス
キングすると、まわりに飛散しないの
で、散布しやすくなります。

❶手軽に散布できます。
❷ドリフトの心配がない。


